
宍
世
田
年
六
司
ニ
ア
『
個
略
ゴ
一
穂
町
優
物
認
可
『
栴
司
一
回
一
司
直
す
-

含苧癖経験;;J調帝都京

字予習聾日ーー- ~司グ1.. &f!: --!-"l'日野宮

議

輔

議

論
醐

一
柳
枇
と
課
税
・
:
・
・
・
:
・
:
:
:
法
事
博
士
紳
戸
正
雄

利
子
の
限
界
生
産
力
説
・
;
:
:
:
・
:
:
文
事
博
土
高
田
保
馬

市
町
村
の
携
税
力

-
j
i
-
-
-
:
E
i
-
-
:
;

議
墜
博
士
汐
見
三
郎

ま

古

品

開

現
金
通
貨
の
膨
脹
と
そ
の
抑
制
:
-
-
一
羽
山
東
京
同
士
小
島
昌
太
郎

研

究

保
険
債
額
規
定
無
用
論
・

-
E
j
i
-
-
:
;
:
経
済
皐
土
佐
波
宣
平

カ

l
ル
・
ク
ニ

l
ス
の
岡
氏
経
済
且
宇
・

a

却に

ZJ士
出

口

勇

議

産
業
的
拘
沈
営
業
貨
幣
の
流
通
速
度
:
き
ま
+
土
中
谷
寅

叢
噂+

r~ 

産
物
曾
所
に
つ
い
て
・
・
・
・

-
j
i
-
-
:
:
笹
川
市
博
士
本
庄
築
治
郎

ナ

チ

ス

の

所

得

税

政

策

・

制

2
2・
士

柏

井

象

雄

カ

ル

テ

ル

の

景

気

費

動

へ

の

作

用

経

済

皐

土

田

杉

競

新
着
外
園
経
済
雑
誌
主
要
論
題



廟

究

保

険

償

額

規

定

無

用

論

佐

波

d工士，

E'I. 

平均

時:

保
険
償
額
(
一

2
2
r
z
J
z
t
〈

3
一口

-525m22)
は
、
法
規
上
、
財
産
保
険
に
於
て
、
被
保
険
者
の
被
保

険
利
益
に
つ
い
て
の
損
害
額
並
び
に
そ
の
拙
害
に
劃
す
る
保
険
者
の
現
柏
額
ぞ
定
か
る
た
め
に
必
要
な
概
念
と
せ

ら
れ
、
従
う
て
、
積
今
綿
密
に
規
定
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
は
法
規
上
の
こ
と
に
と
Y
ま

h
、
財
産

保
険
市
場
の
・
貰
際
に
於
て
は
事
情
を
大
に
具
に
し
、
「
保
険
債
簡
の
軽
踊
ま
た
は
無
税
」
と
い
ム
こ
と
が
一
般
的
服

態
で
め
る
と
さ
へ
い
ひ
得
る
。

本
稿
は
、
保
険
償
額
に
闘
す
る
か
〉
る
法
規
と
宜
際
ー
と
の
不
一
致
に
つ
い
て
考
究
す
る
も
の
で
あ
る
。

、
:
、

'しw
-
一
C

論
述
の
順
序
を
い
へ
ば
、
最
初
に
、
法
規
上
の
考
察
を
な
す
も
の
と
し
て
、
法
規
上
に
於
け
石
保
険
例
制
の
意
義

並
び
に
存
有
理
由
に
つ
い
て
、
ま
た
、
法
規
上
の
保
険
債
額
算
定
方
法
並
び
に
羽
生
山
填
補
方
法
に
つ
い
て
研
究
を

保
険
償
額
規
定
無
用
論

第
四
十
一
巻

七

第

自主

ーヒ



保
険
慎
傾
規
定
無
用
論

第
阿
十
一
巻

七
四

ーじ

第

務

な
し
、
次
に
、
こ
れ
に
劃
し
て
、
・
賀
際
上
の
考
察
を
な
す
も
の
と
し
て
、
賞
際
上
に
於
げ
る
保
険
債
額
の
取
扱
並

ぴ
に
損
害
填
補
方
法
を
明
か
に
し
、
路
、
り
に
、
こ
れ
ら
二
つ
の
一
側
の
考
察
ぞ
ま
と
め
る
も
の
と
し
て
、
保
険
債
額

そ
の
も
の
の
本
質
ま
た
は
寅
瞳
の
把
握
を
遂
げ
、
も
っ
て
、
保
険
債
縞
規
定
設
定
の
賞
際
的
殻
果
な
き
こ
と
そ
結

諭
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。

一
一
、
諸
問
上
に
舵
け
あ
保
険
慣
観
的
意
義
並
.
ひ
阿
梅
租
理
由

各
閣
の
法
規
は
、
明
文
を
も
っ
て
す
る
と
否
と
に
拘
は
ら
中
、
財
の
一
般
抽
象
的
償
額
を
も
っ
て
保
険
償
額
と

す
る
こ
と
に
略
ミ
一
致
し
て
ゐ
る
。

我
が
商
法
に
於
て
は
、
保
険
債
額
の
意
義
に
閲
す
る
直
接
の
規
定
を
映
〈
を
も
っ
て
、
そ
の
母
法
た
る
濁
逸
保

除
契
約
法
令

E
E
に
参
照
す
る
。
そ
の
第
五
二
僚
は
「
財
一
二
保
険
ガ
附
セ
ラ
山
戸
、
ト
キ
』
、
別
段
ノ
事
情
ナ
キ
限

す
¥
財
ノ
償
額
ヲ
以
ア
保
険
債
額
ト
月
」
と
規
定
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
而
し
て
、
こ
の
規
定
に
劃
し
て
は
、

に
「
保
険
償
額
左
は
財
の
一
般
共
通
的
償
額
(
の
目
白
色

2
4『
門
)
で
あ
る
。
財
が
正
常
な
取
引
に
於
て
す
ぺ
て
の
人
に

一
般
的

劃
し
て
も
っ
と
と
こ
ろ
の
債
額
が
即
ち
保
険
償
額
で
あ
る
。
こ
の
場
人
口
、
保
険
契
約
者
の
特
定
事
情
に
つ
い
て
は

考
慮
を
要
し
な
い
」
と
の
解
揮
が
下
さ
れ
て
ゐ
る
。

田
中
耕
太
郎
教
授
が
「
元
来
保
険
債
額
は
被
保
険
利
益
の
償
額
で
あ
っ
て
、
是
れ
必
十
し
も
保
険
の
目
的
物
の

客
観
的
債
額
と
一
致
す
る
色
の
で
は
な
い
。
然
れ

E
も
営
事
者
一
か
所
有
者
の
利
盆
を
保
険
に
附
し
た
る
場
合
に
於

Karl V¥Tirth u. Erich Fromm， Dλs Versicherungsg:e~J必häft， '934， s. 78 



ヌ
志
賀
男
子
J
E
S
T
r
三
之

商
法
第
三
百
九
十
四
傑
の
適
用
あ
る
場
合
を
除
き
、
保
険
の
目
的
物
の
交
換
債
格
を
標
準
と
し
て
保
険
債

格
営
定
か
べ
き
も
の
で
あ
る
。
促
令
我
が
商
法
中
に
濁
保
険
契
約
法
第
五
十
二
悼
の
如
き
規
定
を
快
く
と
躍
も
、

、
‘
.
、
、
、
、
、

営
然
の
事
理
で
あ
ら
う
。
」
と
い
へ
る
も
、
一
般
的
交
換
債
格
ぞ
色
っ
て
保
険
師
団
額
と
す
べ
し
と
の
読
を
示
す
も
の

て
は
、

で
あ
る
。

粟
津
清
古
田
川
博
士
ぽ
突
の
や
う
に
撤
め
て
明
白
に
所
設
中
、
陳
べ
て
ゐ
る
。

「
保
険
償
額
は
被
保
険
利
盆
を
金
銭
に
見
積
り
た
る
償
額
に
し
で
我
が
閣
法
に
於
て
片
品
之
を
保
険
契
約
の
目
的
の
償
額
叉
ば
翠
に
保
険
債
縮
L
謂

へ
b
。
比
債
額
ぽ
五
日
人
が
保
険
契
約
に
依
り
で
五
百
人
の
利
砕
指
令
保
護
し
得
る
所
の
限
度
全
一
示
す
も
の
に
し
て
保
険
契
約
の
常
時
常
事
者
間
に
於
で
之

公
決
定
す
る
を
通
常
と
す
。
而
し

τ此
償
衡
法
常
に
客
械
的
な
ら
、
え
る
べ
か
ら
子
。
客
観
的
と
な
濁
り
常
事
者
の
み
な
ら
や
品
川
問
一
般
に
認
氾
す
品

川
り
償
額
に
し
r

一
点
は
米
殺
り
刈
3
取
引
川
の
相
場
に
主

h
決
定
バ

-a
〉
も
心
あ
れ
ば
、
川
川
帆
明
、
円
相
布
其
他
の
出
丸
凶
閣
の
加
(
市
場
η，
恨
判
明

γ
有
す
る

も
の
あ
ム
ソ
。
家
屋
共
他
の
建
物
等
に
至
り
で
は
世
間
持
遁
の
債
繍
明
瞭
な
ら
A
V
'
と
せ
ば
、
其
道
の
知
識
あ
る
者
を
し
て
鑑
定
せ
し
h
u
る
時
は
、
拘
常

の
償
額
を
知
る
ニ
と
ey得
、
べ
し
。
斯
く
の
知
〈
に
し
て
決
定
し
得
る
償
額
九
T
客
観
的
償
額
と
云
ふ
な
り
。
而
し
て
、
之
に
賢
し
で
主
税
的
償
額
ゐ

h
o

即
ち
、
宿
り
常
事
者
の
聞
に
協
定
さ
れ
た
る
色
り
に
し
て
世
間
の
相
場
等
や
願
慮
サ
グ
る
場
合
を
指
す
も
の
な
れ
ど
も
、
損
害
保
険
契
約
に
於
で
は

此
主
観
的
償
額
な
る
色
の
'
f
標
準
と
す
る
こ
と
誌
は
ぎ
る
を
原
則
と
す
。
何
と
な
れ
ば
、
若
し
常
事
者
が
任
意
に
定
め
た
る
償
額
に
法
り
て
保
険
契

約
を
締
結
し
得
る
と
せ
ば
、
保
険
ぽ
事
賃
上
損
害
を
救
済
す
る
の
行
矯
に
あ
ら
守
し
て
一
一
僅
の
賭
博
と
化
し
去
る
を
免
れ
ゲ
れ
ぽ
な
り
。
し

夏
に
、
水
口
吉
蔵
博
士
の
所
設
を
引
用
す
る
も
次
の
加
く
で
め
る
。

「
保
険
償
績
は
何
を
標
準
と
す
べ
き
か
-
Z
E
-
-
・
:
:
一
被
保
険
者
が
其
核
保
険
利
往
に
封
し
有
す
る
主
観
的
償
績
か
将
↑
}
一
被
保
険
利
盆
の
客
期
的
債
憶

か
。
吾
人
ほ
被
保
険
利
盆
と
は
被
保
険
者
が
保
険
の
目
的
と
な

h
た
る
物
に
付
言
有
す
る
主
観
的
利
害
関
係
な

h
と
せ
り
。
然
れ
ど
色
、
保
険
債
額

は
核
保
険
者
の
保
険
の
目
的
に
付
言
有
す
昌
利
盆
の
主
観
的
評
償
額
に
め
ら
干
し
て
被
保
険
利
盆
が
有
す
る
客
観
的
評
償
額
な

b
と
す
。
郎
も
、
物

心
一
般
的
償
額
を
以
て
保
険
償
額
と
鴛
す
。
換
言
す
れ
ば
、
客
観
的
債
総
と
は
保
険
の
一
目
的
に
付
事
被
保
喰
者
が
有
す
る
利
盆
の
取
引
社
曾
に
遁
宇

る
一
般
的
償
額
四
命
喜
一

5
4
2
に
し
て
、
一
被
保
険
者
が
特
別
な
関
係
に
於
て
笠
一
物
に
付
き
特
別
な
る
債
績
を
附
す
る
色
、
一
般
経
湾
出
汁
に
於
で
共

物
に
付
き
斯
る
侭
値
を
認
め
ru
る
と
き
は
、
之
を
以
で
保
険
償
額
と
鴛
す
こ
と
な
く
、
車
に
其
客
額
的
償
績
即
も
取
引
界
に
於
げ
る
償
額
を
以
で
保

保
険
債
領
規
定
無
用
論

第
川
十
一
巻

七

第一一‘球

七
五
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粟津清亮著、日本保険法論、初版、 P.IH、'35
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険
償
額
と
~ 
す保
ベ険
き債
も衡
の規
と う己

す"無
己用

論

第
四
十
一
巻

第一一-批

ーヒ
ノ、

じ
凶

か
や
う
に
保
険
償
額
を
一
般
的
客
観
的
償
制
で
あ
る
と
抽
象
的
に
解
轄
す
る
こ
と
は
、

一
般
的
不
特
定
な
場
合

に
於
け
る
妥
営
性
を
望
hu
法
律
論
と
し
て
は
極
め
て
至
営
な
こ
と
で
あ
る
。
議
し
、
こ
の
や
う
な
抽
象
的
解
樺
含

と
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
損
害
の
填
捕
は
被
保
険
者
に
封
し
て
理
論
上
ま
た
は
概
念
上
の
一
般
的
妥
営
性
を
も
つ
も

の
と
者
倣
し
判
る
か
ら
め
る
。

山
知
限
照
の
い
山
川
川
上
わ
立
捺

'r有
わ
一
如
旬
、
σ

も
の
で
あ
'
心
L
」l
V
J
L
、

J

l

'

:

ι

;

{

f

z

，

i

!

 

次
に
.

-
H
リ

L
V
A
-
-
~
Lい
i4
司
4
r
h
F
W

・0、
♂

』

戸

首

し

ヲ

引
a
h
は

(
-
t
l
i
t
ι
D
J
l
'
、
.
1
5

ζヨ

規
定
す
る
必
要
が
あ
る
か
、
換
言
す
れ
ば
、
保
険
償
額
の
一
法
的
存
在
理
由
如
何
と
い
ふ
に
、
こ
れ
に
は
二
つ
の
開

由
が
考
へ
ら
れ
る
c

そ
の
第
一
の
理
由
と
し
で
は
、
保
険
債
額
を
定
め
な
け
れ
ば
賀
際
に
生
じ
た
る
損
害
の
額
ぞ

決
定
し
得
な
い
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
蓋
し
、
損
害
の
程
度
に
閲
し
て
は
物
理
的
並
び
に
経
済
的
測
定
に
よ
っ
て

金
制
ま
た
は
分
組
或
ひ
は
ど
の
程
度
の
分
拐
'
と
い
ふ
こ
L
」
を
決
定
し
得
る
け
れ
ど
も
.
そ
れ
は
だ
Y
損
害
の
程
度

ま
た
は
比
率
に
と
ま
ま
る
も
の
で
あ
っ
て
損
害
の
債
額
を
定
め
る
も
の
で
は
な
い
。
従
っ
て
、
損
害
の
債
額
を
決

定
す
る
た
め
に
は
、
後
に
述
ぷ
る
商
法
第
三
九
三
僚
の
規
定
の
如
〈
、
被
保
険
利
益
の
償
却
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
あ
る
。
第
二
の
理
由
と
し
て
は
、
保
険
債
額
を
定
め
な
け
れ
ば
保
険
者
の
損
害
填
補
簡
を
定
め
得
な

い
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
人
保
険
に
於
て
は
保
険
金
額
の
み
で
保
険
者
の
責
任
額
炉
施
艶
的
に
決
定
せ
ら
れ
得
る

の
で
あ
る
け
れ
ど
も
.
財
産
保
険
に
於
て
は
保
険
余
額
の
ほ
か
に
保
険
債
額
を
定
め
な
け
れ
ば
保
険
者
の
担
害
現

補
翻
を
決
定
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
印
ち
、
先
づ
.
保
険
債
舗
は
保
険
者
の
損
害
填
補
簡
の
最
高
限
度
を
剖
し

水口吉蔵著、保険法論、第九版、1'.477・478.
]\'1ane~. A.， Versicherl1n日sexikon， 1930. S. 1755 
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得
ヲ
針
。
蓋
し
、
保
険
金
額
が
如
何
に
多
額
に
約
定
せ
ら
れ
て
ゐ
る
と
し
て
も
、
宜
際
に
生
じ
た
抗
宍
額
以
上
の
填

補
を
な
す
こ
と
は
財
産
保
険
の
主
旨
に
反
す
る
を
も
っ
て
、
会
艇
の
場
人
口
に
て
も
、
保
険
侠
額
に
超
過
す
る
保
険

金
額
の
超
過
部
分
は
無
致
と
せ
ら
れ
(
商
法
一
三
八
六
)
、
結
果
に
於
て
、
そ
の
填
補
額
が
保
険
債
額
と
同
額
に
帰
せ
し
め

ら
れ
る
が
故
で
あ
る
3

こ
れ
謂
は
ゆ
る
超
過
保
険
の
場
合
で
あ
る
。
次
に
は
、
保
険
偵
額
を
定
か
る
と
き
は
そ
れ

げ
か
保
険
金
額
と
比
較
さ
る
〉
こ
と
に
よ
っ
て
保
険
者
の
拐
容
填
補
比
率
を
定
め
る
こ
と
が
出
来
る
。
保
険
金
額
一
か

保
険
償
額
の
一
部
に
と
Y
ま
る
と
き
に
は
、
保
険
者
の
填
補
比
率
は
百
円
ρ
l
セ

Y

ト
と
い
ふ
を
得
な
い
。

(
被
保
険

者
の
立
場
よ
り
い
ふ

6
保
験
償
衡
の
一
部
は
こ
れ
'T
不
填
補
と
し
て
自
家
保
除
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
)

ト
ぉ
コ
「
」
、
円
は
町
民
2
3
ト

ι
ず
ノ
二
、
J

P

F

+ゴ
ι一
E

ム
μ
正一
1
k
争

l
f
t
t

き
は
保
険
者
は
こ
の
填
補
比
率
に
従
っ
て
填
怖
か
L

な
せ
ば
よ
い
の

J

じ
め
る
。

4
1
回
目
立

h
Y
3
A
引
巾
日
本
丸
山
川
、

J
a
d
』

で

j
ヨ
n
l
t
t
J
I

一
Z
F
4
l
w
M
F
U
ι
H
2
1
l
J
l

あ
る
。
(
商
法
三
九
一
)

以
上
の
二
つ
が
法
規
上
保
険
債
額
を
定
な
る
必
要
の
あ
る
こ
と
の
主
な
る
理
由
で
あ
る
。
即
ち
、

一
つ
は
損
害

額
決
定
の
た
め
に
、
他
は
損
害
填
補
額
決
定
の
た
め
に
、
保
険
償
額
の
概
念
を
法
規
上
必
要
と
す
る
の
で
あ
る
。

三
、
法
規
上
に
於
け
る
保
障
慣
額
算
定
方
法
と
損
害
填
補
方
連

法
刷
k
に
於
て
、
保
隙
例
制
，
か
被
保
険
利
徒
の
容
楓
的
例
簡
を
立
味
し
財
産
保
険
契
約
の
構
成
部
分
と
し
て
訓

申
片
山
填
補
の
上
に
后
一
要
な
立
義
公
有
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
・
小
川
に
考
察
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
保
険
価
額
の
法
規

上
の
意
義
並
び
に
存
在
理
由
は
右
の
如
く
で
あ
る
と
し
て
、
吾
や
は
、
こ
れ
よ
り
更
に
、
法
規
上
、
こ
の
保
険
債

保
険
債
領
規
定
無
用
論

第
問
十
一
巻

三
七
五

七
七

第

gJ}t 

回巾耕太郎ヨ33.Ritter， C.， Das Recht (ler Seeversicllenmg. 1 BcL 1923_日

著、前掲7年P.74. 75. 
7) 



保
険
償
額
規
定
無
用
品
訊

第
内
十
一
巻

一
七
六

七
A 

第

披

額
は
如
何
に
し
て
定
め
ら
る
〉
か
、
ま
だ
、
こ
れ
と
関
聯
し
て
、
損
害
は
如
何
に
し
て
填
補
さ
る
〉
か
に
つ
い
て

連
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

等
し
く
財
産
保
険
E

と
い
ふ
色
、
被
保
険
利
益
は
品
質
ω

用
詮
・
所
在
等
の
燦
件
争
糧
ιv
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
か

ら
、
保
険
償
額
算
定
方
法
、
従
っ
て
ま
亡
、
損
害
現
柿
方
法
も
す
べ
て
の
場
合
に
同
一
と
い
ふ
わ
け
に
は
ゆ
か
な

ぃ
。
こ
の
た
め
に
、
法
規
に
於
て
も
各
保
険
部
門
に
臆
じ
て
こ
れ
ら
に
つ
き
異
な
る
規
定
を
な
し

cω
る。

b
?
に
有
主
百
三

L
三
k
k
土
「
H
K
役
者
カ
凶
呉
市
ス
~
『
立
れ
ノ
瓦
ハ
也
、
n
H
K
2

3
J
J
H
t
h
p
-
-
-
4
/
二一

4
4
一

イ

l
l

一ィ

j

J

i

j

;

I

H

4

」
ゴ
ノ
ヰ
ゴ
'
J
E

バ
ー
、
財
醗
慨
輪
一
搬

.ι
つ
い
て

カ
生
い
[
タ

Y
地
ニ
於
ケ

Y
共
時
ノ
債
額
一
一
一
依
η
こ
ア
之
ヲ
定
ム
」
と
規
定
し
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
、
直
接
に
は
損
害
額

の
算
定
に
闘
す
る
規
定
な
の
で
あ
る
が
、
間
接
に
は
ま
た
被
保
険
利
益
の
保
隙
償
額
算
定
方
法
を
表
は
す
も
の
と

も
い
ふ
こ
と
が
出
来
る
。

こ
の
規
定
に
従
ふ
方
訟
を
と
る
と
き
は
、
最
初
、
保
険
契
約
の
締
結
に
嘗
つ
て
は
に
Y

保
除
金
額
の
み
を
約
一
定

し
て
置
き
保
険
償
額
に
つ
い
て
は
全
〈
何
等
の
約
定
も
し
な
い
っ
そ
し
て
、
損
害
が
稜
生
し
た
場
合
に
初
め
て
右

の
規
定
の
如
〈
保
険
償
額
を
定
め
こ
れ
に
よ
っ
て
損
害
額
を
決
定
す
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
ま
に
、
か
く
し
て

定
め
ら
れ
た
る
保
険
偵
簡
と
先
き
に
約
定
し
た
る
保
険
金
額
止
の
比
較
を
な
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
超
過
保
険
・
会

部
保
険
・
一
部
保
険
の
判
定
を
な
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
合
に
従
ひ
、
保
険
者
の
填
補
額
を
定
め
る
の
で
あ
る
。

右
は
、
財
産
保
険
一
般
に
於
て
原
則
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
保
険
債
額
算
定
方
法
並
び
に
損
害
填
補
方
法
で
あ
る
。

而
し
て
、
こ
れ
は
最
も
令
法
的
な
方
法
で
あ
る
と
い
へ
る
。
何
ん
と
な
れ
ば
、
財
産
保
険
契
約
は
常
に
被
保
険
利

1) 回中耕太郎著、前掲書 p.8r、松本恭治著、前掲話、 p..83、84、水日吉蔵著、
保険法論、 P-475



盆
が
現
貫
に
受
け
た
る
損
害
を
A

填
補
す
る
こ
と
を
'
も
っ
て
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
損
害
の
額
が
幾
許

で
あ
る
か
は
損
害
後
生
皆
時
に
於
け
石
被
保
険
利
盆
の
償
額
帥
ち
請
は
ゆ
る
限
界
保
険
償
額
(
〈
空
回

WEE-=阿国
5
3

L
2
の
お
己

Ng)
に
よ
っ
て
こ
れ
を
定
h
u
.
べ
き
で
あ
る
か
ら
で
あ
ふ
。
而
し
て
、
法
規
上
、
火
災
保
険
が
一
一
般
財
産

保
険
の
う
ち
特
に
右
の
方
法
を
採
る
の
で
あ
か
o

従
っ
て
、
保
険
偵
韻
が
契
約
締
結
に
営
っ
て
約
定
せ
ら
れ
な
い

と
い
ふ
意
味
に
於
て
、
火
災
保
険
は
謂
は
ゆ
る
未
評
償
保
険
な
の
で
あ
ふ
。

口
、
海
上
保
険
並
び
に
運
謹
保
険
に
つ
い
て

右
に
述
べ
に
や
う
に
、
保
険
償
額
の
算
定
は
損
害
殺
生
時
に

心
す
を
も
っ
て
最
も
合
理
的
と
す
る
。
併
し
乍
ら
、
財
産
保
険
の
す
べ
て
の
部
門
が
こ
の
原
則
的
方
法
に
従
ひ
得

-J「
ノ
ふ
I
J
一
い
し
、

J
L
a
m

合、。

，
i
-
J
l
j
L
 
伊u
"、、，

}斗
"九

可b

手叶
F

己
1
k
p
d
A
i
J
H
H
一、
nJ『
一
、

1
1
J
l
L叶
H

U

:

ノ
r

-
砂
タ
'
羽
川

Z
l
'
〉
:
:
コ
〕
b
え

I
J
:川
vA
恥引
7
L
V
・9
E

I--信
号
h
H
主
ド
自

fy仰
t
、M
H
l
i
-
-
E
r直前
rc
ミ
ー
:

t

J

Y
払
仏
ぽ
中
点
t
p
t

取
扱
ふ
も
の
に
あ
っ
て
は
拐
容
の
殺
生
時
に
被
保
険
利
盆
の
償
棋
を
算
定
す
る
と
い
ふ
こ
と
は
事
賃
上
困
難
ま
た

は
不
可
能
で
あ
る
。
従
っ
て
、

こ
れ
ら
の
特
殊
部
門
に
て
は
右
の
原
則
的
方
法
を
採
る
こ
と
を
科
な
い
た
め
に
、

特
例
と
し
て
、
保
険
偵
額
は
便
宜
上
深
め
m
刺
客
様
生
前
の
一
定
時
に
於
て
約
定
せ
ら
れ
る
や
う
法
規
に
よ
っ
て
規

定
さ
れ
る
。
例
へ
ば
、
舶
舶
保
険
に
て
は
保
険
者
の
責
任
の
始
期
に
於
て
(
商
法
六
五
三
、
海
上
積
荷
保
険
に
て
は

積
荷
の
舶
積
時
に
於
て
(
商
法
六
五
七
ν
、
運
迭
保
険
に
て
は
運
迭
口
叩
の
殺
選
時
に
於
て
(
商
法
凶
二
凶
)
・
ぞ
れ
ぞ
れ
保
険

偵
額
が
算
定
せ
ら
れ
る
の
で
ふ
る
o

こ
の
い
な
味
に
於
て
、
海
上
保
険
及
び
運
註
保
険
は
評
簡
保
険
な
る
ぞ
訟
規
上

の
立
て
ま
へ
と
す
る
ち
の
と
い
へ
る
。

評
償
保
険
に
於
け
る
法
規
上
の
場
補
方
法
は
至
極
簡
単
で
あ
る
。
契
約
期
間
の
開
始
に
嘗
り
ま
た
は
損
害
の
殺

保
険
償
額
規
定
無
用
論

第
四
十
一
巻

七
七

第

却主

-1:; 
先A

藤本辛大虫11著、海上保険論、 p.69、ホrl古減者、前掲ー書 P.475・
Winter， ¥V.， Marine im:.urancc， 1929・? 14'i-
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保
険
償
縦
規
定
無
用
論

第
川
十
一
念

丹、

O 

一じ
i¥. 

第=-一拡

生
に
先
き
立
っ
て
橡
め
営
事
者
間
に
定
め
ら
れ
た
る
保
険
償
額
即
ち
謂
は
ゆ
る
協
定
保
険
債
額
宮
内
ぉ

a
s
z
f

営
事
者
聞
に
於
て
は
ん
士
山
叫
の
場
合
七
る
と
分
相
の
場
合
た
る
と
を
問
は
子
被
保
険
利
益

ω

保
険
償
額
と
し
て
決
定
的
ま
た
は
不
可
争
の
も
の
と
せ
ら
れ
、
(
こ
れ
か
己
保
険
償
額
不
慶
一
見
の
原
一
則
〔
5
5
E
E
Z
E内
}
E
P
S

叶
出
同
町
)
は
、

も
は
や
、

言
〈
3
5
2
2
m
2
2
2と
い
ふ
)
、
従
っ
て
、

特
別
な
場
令
"‘、
例

;ま
詐
~X 

1ft 

契
約
し
ふ、

る
~~. 
令7)

保
隙
桐
山
町
制
の
著
し
く
過
賞
な
る

場
合
の
加
と
を
除
き
、

こ
の
協
定
保
険
偵
加
が
損
得
制
並
び
に
填
補
制
の
決
定
に
す
べ
て
引
用
せ
ら
れ
、

損

害

の

殺

生
に
常
つ
J
L
t
り
改
め
て
ゆ
阿
核
枕
保
険
利
川
仙
の
保
険
例
制
位
以
ふ
止
す
る
の
め
日
市
r
，F

一

ω
い
の
可

L
A
'
t
L
E

ノ目・、.

2
、
v
L
V
{

開
)

;
U
 

故
に
、

拐
~
ポ
日
後
生
以
前
に
於
で
保
険
伺
却
を
協
定
し
た
る
正
き
に
、

吊
4
-

』、

内

μ
U
'
h
t

官
該
保
険
契

評
償
保
険
に
於
て
は
、

約
が
全
部
保
険
な
る
か
一
部
保
険
な
る
か
ず

(
保
臨
時
償
額
を
協
定
す
る
以
上
、
形
式
的
表
面
的
に
は
超
過
保
険
契
約
は
あ
h
得
な
い
)

定
ま
る
の
で
あ
っ
て
、

こ
れ
に
よ
っ
て
損
害
の
填
補
を
な
す
と
い
ふ
の
が
法
規
上
の
仕
組
な
の
で
あ
る
。

廷
、
保
険
償
額
算
定
山
即
時
期
と
し
て
は
、
山
保
険
契
約
の
始
期
(
一

E

F
号
売
与
の
民
=
ヨ
)
山
保
険
期
間
中

(
5
2
E
E
L
-
5
-
E四
2
2
4
向

損
害
後
生
時
(
旨
円

N
n
t
L
E
P
E号
車

2
5
の
=
一
つ
を
考
へ
る
こ
と
が
出
来
る
。
併
し
、
こ
、
で
は
、
損
害

ω資
生
時
に
分
岐
結
を
求
め
、
植
地

定
保
険
等
に
於
て
屡
々
行
は
れ
る
と
こ
ろ
の
「
保
険
期
間
中
」
の
保
険
侠
街
算
定
を
損
害
費
生
以
前

ω算
{
止
の
う
ち
に
含
ま
し
め
て
考
へ
た
。
が
〈

す
る
こ
と
が
本
質
的
な
分
類
と
信
じ
た
が
放
で
ゐ
る
。

註
、
法
規
上
、
海
上
保
険
が
他

ω
財
産
保
険
と
異
っ
て
契
約
の
締
結
ま
た
は
保
険
期
間

ω
開
始
に
常
h
保
険
依
頼
を
定
め

τゐ
る
こ
と
に
劃
す

る
理
由
と
し
て
は
、
山
W
先
き
に
述
べ
た
る
却
く
、
海
上
保
険
の
被
保
険
物
件
が
移
動
す
る
の
を
原
則
と
す
る
た
め
に
損
害
後
生
時
に
於
げ
品
評
債

が
困
難
で
め
る
と
い
ふ
こ
と
、
の
ほ
か
に
、
向
海
上
保
険
の
殺
保
険
物
件
は
、
火
災
保
険
に
於
げ
る
建
物
や
動
産
等
と
異
ワ

τ、
一
被
保
険
者
の
管

理
の
干
に
存
在
し
な
い
。
従
っ
て
、
損
害
の
費
生
以
前
に
前
も
ワ
て
保
険
償
衡
を
定
め
て
ゐ
る
と
し
て
も
ベ
従
つ
で
、
全
禎
填
補
額
が
設
定
せ
ら

れ
て
ゐ
る
と
し
で
も
、
)
モ
ラ
ル
・
リ
ス
ク
に
基
〈
弊
害
が
比
較
的
少
な
い
、
と
い
ふ
こ
と

om海
上
積
荷
保
険
に
於
て
は
、
積
荷
そ
の
も
の
の
債

格
の
ほ
か
に
、
運
賃
・
保
険
料
・
関
税
・
利
金
・
そ
の
他
諸
手
数
料
を
加
算
し
た
畠
も
の
を
も
っ
て
、
そ
の
総
領
額
と
し
て
ゐ
る
。
従
つ
で
、
色
し
一
被

6) 7) Marine Insurance Act. [906. ~ 27 (3) 
8) 我が商法~ 394 



保
険
者
が
海
上
危
険
に
よ
っ
て
積
怖
に
つ
き
損
害
'f
受
げ
だ
る
場
合
に
式
、
右
-w
鴻
償
額
に
相
常
す
る
衡
を
保
険
者
よ
り
填
補
き
れ
な
げ
れ
ば
な

ら
ぬ
。
こ
の
た
め
に
は
、
前
も
っ
て
保
険
償
額
を
定
め
て
置
き
、
損
害
が
帯
出
生
し
た
る
と
き
の
填
稲
縮
を
し
て
損
害
を
充
分
に
償
は
し
む
る
や
う

に
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
レ
ム
こ
と
。
等
の
本
怖
が
撃
げ
ら
れ
る
。
以
上
の
理
由
が
海
上
保
険
ザ
い
り
で
な
く
連
会
保
険
に
も
営
で
絞
ま
る
こ

と
は
い
ム
ー
ま
で
も
な
い
。回

、
買
際
市
場
に
於
け
る
保
険
債
額
の
取
栂
と
損
害
填
補
方
法

上
越
の
や
う
に
、
財
産
保
険
に
於
て
は
保
険
慣
編
の
算
定
に
つ
い
て
二
つ
の
方
法

e

か
め
る
。

一
つ
は
財
産
保
険

一
般
に
於
げ
る
原
則
で
あ
っ
て
最
も
介
理
的
な
方
法
で
あ
る
つ

他
は
，
」
の
原
則
に
従
ひ
ね
な
い
た
め
に
設
け
ら
れ

だ
z
q
便
法
で
あ
芯
っ

131' 

n 
l主
i去
士l~
0) 

0) 

L 

-で
lh 

ーで

日
ζ

合い
H
易
り
h
1同
日
目
白
」
ん

i
L
土

-m-pと
ま
'
に
、

ト，

Aι
作
れ

-
1
4
h
〆
し
咋

z
m
M
V
'
t
4訓
v

'

M

L
ふ
川

l
L
'
U
一
ノ

1LY

に
懸
け
は
な
れ
た
る
事
象
が
行
は
れ
て
ゐ
る
。

次
に
詰
明
す
る
は
、

貫
際
市
場
に
於
て
、

明
事
会
賢
官
H
1

日

dι
肋
似
イ
l
P
U
P
A
J
ム
u
F

印
ち
、

何
に
取
扱
は
れ
つ
〉
あ
る
か
、
及
び
、

こ
れ
と
関
聯
し
て
、
損
害
の
填
捕
が
如
何
に
行
は
れ
つ
〉
あ
る
か
、

に
つ

い
て
い
〉
あ
る
。

4
・
、
火
災
保
険
に
於
て

火
災
保
険
ほ
、
法
規
上
、
上
述
の
二
方
法
の
う
ち
の
原
則
的
方
法
に
従
っ
て
、
損

山
中
山
費
生
時
に
保
険
伺
期
宇
佐
決
定
す
る
を
普
通
と
す
る
保
険
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
宜
際
に
於
て
は
、
契
約
締
結
時

に
於
て
保
険
償
額
を
決
定
し
な
い
の
は
勿
論
、
損
害
の
殺
生
時
に
も
完
杢
な
意
味
の
保
険
償
額
の
算
定
が
行
は
れ

て
ゐ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
全
損
と
分
損
と
を
分
っ
て
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。

火
災
保
険
に
於
て
は
、

全
損
に
劃
し
て
は
殆
ん
ど
例
外
な
く
営
該
被
保
除
利
盆
の
債
額
を
算
定
し
な
い
。
ぞ
れ

第
四
十
一
巻

保
険
債
傾
規
定
無
用
論
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第
凶
十
一
巻

は
何
故
か
と
い
ふ
に
、
火
災
保
険
に
於
て
は
惜
習
的
に
保
険
契
約
は
す
べ
て
こ
れ
を
杢
部
保
険
契
約
と
宥
倣
し
て

保
険
償
額
規
定
無
用
論

三
八

O

第
一
一
一
政

i¥ 

保
険
金
額
を
も
っ
て
保
険
償
額
を
代
表
せ
し
め
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
会
組
が
殺
生
し
た
場
合
に
は
保

険
金
額
に
等
し
い
額
が
損
得
額
な
の
で
あ
る
か
ら
、
保
険
人
需
額
が
郎
ち
填
補
額
と
な
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
こ

の
や
う
に
す
べ
て
の
保
険
焚
約
が
全
部
保
険
契
約
と
宥
倣
さ
れ
る
限
り
、
超
過
保
険
・
一
部
保
険
の
判
定
が
不
必
要

一
じ
め
る
こ
と
は
い
ふ
ー
よ
で
も
な
い
。

分
担
の
場
合
も
金
制
の
場
合
と
事
情
が
会
〈
同
様
で
あ
る
。
分
抗
に
於
て
は
営
該
分
担
額
に
相
営
す
る
額
が
そ

の
ま
〉
填
補
さ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
営
事
者
は
そ
の
分
割
額
を
直
接
的
に
定
め
て
こ
れ
を
も
っ

て
填
補
額
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
最
初
よ
り
す
べ
て
の
保
険
契
約
を
全
部
保
険
契
約
と
看
倣
し
て
た
る
が
故

で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
填
柿
方
法
は
、
拐
容
山
の
殺
生
に
嘗
っ
て
営
該
被
保
険
利
益
の
娘
臨
が
健
全
な
る
紋
態
に

於
て
も
っ
た
で
あ
ら
う
偵
凱
を
幾
許
と
定
め
て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、

一
方
で
は
分
担
額
を
定
め
、
他
方
で
は
超
過

保
険
・
金
部
保
険
・
一
部
保
険
の
剣
定
を
な
し
て
、
填
補
額
を
決
定
す
る
と
い
ふ
方
法
で
は
な
い
。
従
っ
て
こ
の
方

法
は
、
後
に
考
察
す
る
や
う
に
、

正
し
い
填
柿
方
法
と
い
ふ
こ
と
を
梓
な
い
。

口
、
運
撞
保
険
毘
び
海
上
積
荷
保
険
に
於
て

法
規
の
上
に
於
て
は
運
迭
保
険
及
び
海
上
積
荷
保
険
は
保
険

償
額
算
定
方
法
に
つ
い
て
特
例
の
場
合
と
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
貫
際
市
場
に
於
て
は
、
火
災
保
険
の
揚
A
口
と
金
〈
同

様
で
め
る
。
即
ち
、
こ
れ
ら
の
保
除
部
門
に
て
は
法
規
上
迩
詰
口
聞
の
一
批
法
廷
時
ま
た
は
積
荷
の
舶
積
時
に
於
て
保
険

債
額
を
算
定
す
べ
き
で
あ
る
に
も
拘
ら
や
宜
際
に
は
さ
や
う
な
手
績
が
と
ら
れ
な
い
。
契
約
の
締
結
に
営
つ
て
は



一
一
~
ぎ
保
険
金
制
叫
が
定
め
ら
れ
る
だ
け
で
あ
り
、
ま
に
、
抗
山
十
日
の
殺
生
す
る
に
及
ん
で
も
改
め
て
保
険
償
額
を
算
定

す
る
と
い
ふ
こ
と
が
行
は
れ
な
い
。
さ
き
に
辿
べ
に
火
災
保
険
の
宜
際
の
場
合
と
金
〈
同
一
な
填
補
方
法
が
行
は

れ
る
。
従
っ
て
、
こ
〉
で
繰
逗
し
説
明
す
る
こ
と
を
避
け
る
。

八
、
船
舶
保
険
に
於
て

蹄
舶
保
険
に
於
て
は
そ
の
法
規
通
り
に
殆
ん
ど
洩
な
く
契
約
の
締
結
に
営
っ
て
舶

舶
の
保
険
償
額
が
定
め
ら
れ
る
。
何
故
に
か
や
う
に
舶
舶
保
険
に
於
て
の
み
保
険
伯
制
を
深
め
設
定
す
る
の
か
と

い
ふ
に
、
そ
の
主
な
る
理
由
は
、
舶
舶
の
謂
は
ゆ
る
経
梼
的
修
繕
不
能
に
よ
る
推
定
会
却
の
決
定
に
於
て
、
・
択
の

如
く
、
救
助
賛
・
共
同
海
担
分
携
羽
・
修
繕
賓
の
合
計
'
湖
、
と
加
舶
保
険
慣
却
と
が
比
較
せ
ら
れ
る
が
故
で
あ
る
。

委
付
ヲ
伶
日
ン
ト
ス
ル
時
以
後
市
町
ス
へ
キ
救
助
資
及
委
刊
ヲ
品
川
付
ン
ト
ス
ル
時
以
後
要
ス
ヘ
キ
技
術
-
一
四
凡
穂
市
及
、
運
没
賃
ノ
い
加
害
/
凡
積
制
-
一

刻
え
凡
般
的
/
分
他
山
知
州
政
=
修
叫
h
m
/
M
f
凡
積
飢
え
れ
仲
比
九
い
W
外
側
川
崎
淵
ノ
保
険
阿
川
制
一
↑
反
抗
シ
ダ
ル
場
人
H

一
一
明
日
問
的
力
修
併
九
九
μ

コ
ト
能
ハ
サ

ル
ユ
一
主
リ
タ
ル
モ
ノ
ト
肴
倣
ス
。

併
し
、
舶
舶
保
険
誼
券
に
記
す
と
こ
ろ
の
保
険
侭
刻
印
ち
協
定
保
険
償
額
は
、
多
〈
の
場
人
骨
、
保
険
余
額
と
同

舗
に
定
め
ら
れ
る
。
否
、
寧
ろ
、
逆
に
、
先
づ
官
事
者
聞
に
約
定
さ
れ
七
る
保
険
金
額
を
も
っ
て
舶
舶
の
保
険
償

額
と
さ
へ
宥
倣
し
て
ゐ
る
状
態
で
あ
る
。
(
勿
一
論
、
こ
れ
は
一
般
的
の
こ
と
で
あ
っ
て
す
べ
て
の
場
合
に
常
て
飲
ま
る
わ
げ
の
も
の
で
は

な
レ
。
)
ぞ
れ
故
、
舶
舶
保
険
は
、
手
頑
の
上
で
は
、
こ
れ
ま
で
翠
げ
た
る
火
災
保
険
・
運
な
保
険
・
海
上
積
荷
保
険
と

は
臭
っ
て
契
約
の
締
結
に
替
り
保
険
償
額

J

乞
定
め
る
の
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
貨
質
に
於
て
は
、
保
険
個
額

算
定
の
意
義
一
か
至
っ
て
之
し
い
。
蓋
し
、
こ
の
場
合
の
珊
舶
保
険
債
額
と
い
ふ
は
、
結
局
、
担
界
填
補
相
の
一
一
腰

の
標
準
額
と
し
て
賞
事
者
に
よ
っ
て
任
意
に
定
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
保
険
金
額
と
同
組
で
あ
る
た
め
に
、
保
険
侃

保
険
償
絹
規
定
旬
、
用
論

第
四
十
一
巻

/、

第
一
一
一
説

丹、
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保
険
依
傾
規
定
例
u

用
論

第
四
十
一
念

ノ、

第

%lt 

j1. 

匹1

額
一
か
保
険
恒
'
制
と
し
て
も
つ
意
義
ま
た
は
存
在
理
由
、
的
ち
、
損
害
額
及
び
填
補
額
決
定
の
七
め
じ
役
立
つ
と
い

ふ
機
能
を
少
し
も
果
ぎ
な
い
こ
と
〉
な
る
か
ら
で
あ
る
ふ
こ
の
場
合
に
意
義
を
も
勺
も
の
は
た
Y
保
険
金
制
で
あ

っ
て
保
険
伯
制
で
は
嘉
も
あ
ち
梓
な
い
。

か
や
う
に
、
船
舶
保
険
に
於

τほ
先
づ
保
険
金
績
が
定
め
ら
れ
次
い
で
こ
れ
と
等
し
く
保
険
慣
相
が
定
め
ら
れ

〈り
t; 
01占二

地
割c
tわ

-I

ノ
、

v

“H
u
-
-
L
 

一

I
1
-

阪

)P 
ス

114 
h 

古守
一工‘

時lK
~m 
f与i

~'~~~ 

制;
f民

・〆て.

E 

の
損
害
填
補
方
法
も
全
部
保
険
の
場
合
の
そ
れ
が
採
ら
れ
る
わ
け
で
め
る
。
卸
ち
、
こ
れ
ま
で
屡
ミ
述
べ
に
る
が

如
〈
、
全
損
に
封
し
て
は
保
険
金
額
の
み
一
期
が
填
補
さ
れ
分
損
に
劃
し
て
は
嘗
該
損
害
額
に
相
官
す
る
額
一
か
填
補

さ
れ
る
。

以
上
叙
述
し
た
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
、
考
察
す
る
に
財
産
保
険
の
各
部
門
を
通
じ
て
保
険
恒
制
ま
た
は
そ
の
算

定
に
闘
し
て
慎
重
な
考
慮
が
金
〈
捕
は
れ
て
ゐ
な
い
と
い
ふ
の
が
貫
際
の
朕
態
で
あ
る
。
而
し
て
、
私
は
こ
〉
で

克
に
以
上
の
事
象
に
つ
い
て
栂
括
的
批
判
を
奥
へ
る
。
便
宜
上
、
杢
担
土
分
損
と
に
分
っ
て
考
究
す
る
。

ト
全
損
の
場
合
こ
の
場
合
に
は
常
に
保
険
金
相
杢
額
の
填
柿
が
な
さ
れ
る
o

損
害
の
礎
生
に
及
ん
で
も
保

険
償
額
に
つ
い
て
は
杢
〈
考
慮
が
な
さ
れ
子
、
従
っ
て
、
超
過
保
険
・
一
部
保
険
の
判
定
が
行
は
れ
守
し
て
保
険

契
約
は
す
べ
て
全
部
保
険
契
約
で
あ
る
も
の
と
し
て
保
険
余
相
の
金
額
が
被
保
険
者
に
支
捕
は
れ
る
。
こ
の
や
う

な
填
補
方
法
を
と
る
と
き
は
、
会
損
に
於
て
は
保
険
金
額
が
即
ち
填
補
額
と
な
る
わ
け
で
あ
っ
て
、
従
っ
て
保
険

金
額
の
約
定
如
何
に
よ
っ
て
填
補
額
は
如
何
様
に
も
定
め
ら
れ
る
。
今
日
、
財
産
保
険
一
一
般
に
於
て
超
過
保
険
予



行
は
れ
る
と
い
は
れ
る
の
も
、
多
〈
は
、

h
y

や
う
な
賀
際
上
の
手
績
を
通
じ
て
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

、、，F二
分
封
の
場
合
こ
の
場
会
に
は
直
接
に
損
害
額
を
定
め
そ
の
額
営
以
て
填
補
額
と
す
る
の
で
あ
る
。
而
し

て
、
よ
く
考
へ
て
見
る
に
、
か
や
う
に
一
部
的
損
害
額
を
決
定
す
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
ぞ
れ
が
一
部
分
の
損
害
で

あ
る
限
り
、
間
接
に
ま
た
、
損
害
後
生
営
時
に
於
て
営
該
被
保
険
利
益
が
穂
曜
と
し
て
健
全
な
る
脱
態
に
於

τも

っ
た
で
あ
ら
う
倒
摘
を
算
定
し
た
こ
と
〉
な
る
。
し
か
る
限
り
に
於
て
分
担
の
場
合
に
は
商
法
第
三
九
三
慨
に
悲

〈
保
険
債
額
の
算
定
に
よ
る
損
害
額
の
決
定
を
な
す
こ
と
う
も
い
ひ
科
る
で
あ
ら
う
。
け
れ

E
色
、
一
見
に
よ
り
深

〈
考
察
す
る
と
き
、
こ
の
蹴
一
柿
方
訟
仁
一
つ
の
大
き
な
矛
盾
の
存
す
る
こ
L
〈
宇
佐
肱
味
見
す
る
。
こ
の
や
う
応
分
損
縞

と
同
制
の
現
制
を
な
寸
こ
と
は
、
人
釘
初
制
的
資
広
を
越
し
て
算
定
ゼ
戸
川
一
れ
あ
山
町
川
該
松
山
川
陥
剥
翁
献
慨
日
制
組
印

J

つ

保
険
償
額
一
か
約
定
し
た
る
保
険
金
額
と
金
〈
相
等
し
い
場
合
、

換
言
す
れ
ば
、

杢
部
保
険
の
場
令
に
は

〈
結
果
よ
り

見
て
超
過
保
険
の
場
合
も
含
ま
れ
る
〉
妥
賞
さ
れ
る
。
が
併
し
、
さ
う
で
な
〈
し
て
保
険
金
額
ー
と
分
担
割
の
決
定
を
遁
し
て

算
定
せ
ら
る
べ
き
保
険
償
額
と
が
相
違
す
る
場
合
、
例
へ
ば
、

一
部
保
険
の
場
合
に
は
、
こ
れ
は
明
か
に
不
時
間
な

填
補
方
法
と
い
ふ
べ
き
で
あ
る
。
査
し
、

一
部
保
険
の
場
合
に
は
決
定
さ
れ
た
る
損
害
額
を
克
に
保
険
金
額
の
保

除
償
額
に
劃
す
る
割
合
に
よ
っ
て
填
捕
す
べ
き
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
法
理
論
よ
り
す
れ
ば
、
か
ゃ
う

に
す
べ
て
の
保
険
契
約
ぞ
杢
部
保
険
で
あ
る
と
頭
よ
り
決
め
て
か
、
る
こ
と
を
避
け
て
、
宜
し
〈
保
険
償
額
を
算

定
の
上
、
営
該
保
険
契
約
が
超
過
保
険
・
杢
部
保
険
・
一
部
保
険
の
い
づ
れ
に
相
賞
す
る
か
を
判
定
し
て
そ
れ
ぞ
れ

に
趨
掛
固
な
る
填
補
方
法
を
採
る
べ
き
で
あ
る
。

保
険
償
額
規
定
無
用
論

第
凶
十
一
巻

j¥. 

第

披

i¥. 
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保
険
債
傾
規
定
無
用
論

第
四
十
一
巻

第

EJE 

八
大

三
八
四

こ
う
で
は
、

一
部
保
険
の
場
合
に
は
、

保
険
人
情
額
の
保
険
償
額
に
劃
す
る
割
合
に
よ
っ
て
抗
告
が
填
補
さ
れ
る

も
の
と
し
て
考
察
し
た

P

併
し
、

一
部
保
険
の
場
合
に
は
常
に
こ
の
比
例
棋
柿
方
法
が
採
ら
れ
る
か
と
い
ふ
に
、

さ
う
で
は
な
い
。
成
る
軒
、
こ
の
比
例
填
捕
方
法
は
財
産
保
険
杢
般
に
適
用
さ
れ
る
も
の

t
し
て
各
聞
と
を
法
律

に
よ
っ
て
規
定
し
て
ゐ
る
。
(
苛
比
一

J

ア
九
二
け
れ
ど
も
、

こ
の
規
定
は
い
ふ
ま
で
も
な
〈
任
立
規
定
と
見
る
べ
き
で

あ
っ
て
、
常
事
者
は
特
約
に
よ
っ
て
こ
れ
と
呉
る
填
補
方
法
を
探
り
得
る
。
例
へ
ば
謂
は
ゆ
る
第
一
危
険
に
封
す

、，

1三
為
抽
山
、
A
1わ
に

}

戸

i

l

i

-

-

3

l

h

i

r

-

-

コ
j

凶

ノ

、

w

凶
h
l
h
戸

2
3
1
2
l、
中
川

ι
υ
N
1ド
h

t

¥

L

7

J
〉

n〉
〉

〉

ご

1

J
、
j

H

M

h

、，

JFu

仏

W
つ
:
L
h
C
E
i
f
a
K
2
F
C
I
u
:乙
;
j
υ
f
h
g
u
d骨
』
布
根
町
三
、
f
r
r
T

之、

UKJI〈
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l検

の
場
合
に
で
も
保
険
金
額
に
建
す
る
ま
で
は
貨
際
に
生
じ
士
る
拙
告
の
杢
舶
を
填
補
す
る
と
い
ふ
方
法
を
採
る
こ

と
が
出
来
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
第
一
危
険
に
劃
す
る
保
険
ま
た
は
宜
損
額
填
補
保
険
に
つ
い
て
ず
あ
る
が
、

h
y

一
見
、
筆
者
の
論

や
う
な
填
補
方
法
を
と
る
限
h
J
、
筆
者
が
こ
に
〉
で
指
摘
し
た
る
矛
盾
は
生
じ
な
い
。
従
っ
て
、

越
は
大
に
薄
弱
な
る
か
の
如
く
戚
ぜ
ら
れ
る
。
併
し
、
そ
れ
は
皮
相
の
見
解
で
あ
っ
て
矛
盾
は
次
の
事
貫
に
悲
い

一
方
で
は
、
ぞ
の
保
険
謹
券
の
約
款

て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
卸
ち
、
我
が
闘
の
例
に
つ
い
て
見
る
に
、
保
険
者
は
、

に
、
「
保
険
余
額
ガ
保
険
ノ
目
的
ノ
債
翻
ノ
一
部
ナ

Y
ト
キ
コ
保
険
金
額
ノ
保
険
償
額
一
一
則
前
ス

Y
割
合
一
-
ヨ

y
テ
埋

補
ス

Y
モ
ノ
ト
ス
」
と
規
定
し
て
置
き
な
が
ら
、
他
方
で
は
、
右
に
指
摘
し
た
る
知
寺
第
一
危
険
に
封
す
る
保
険

ま
た
は
貫
損
額
填
補
保
険
に
於
け
る
分
損
填
楠
方
法
と
同
じ
填
補
方
法
令
』
採
っ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。

E
、
法
規
と
責
際
と
の
不
-
致

'!¥1:mes， A.， Versicherungslexikon， 1930， S. 50!. 
Manes， A.， 8.. a. 0.， S目 500-504
財産保険のすべての約款についていへることであ芯が、例へば、代表的な干F
主主約款をT指摘すれば火災保険普通約款(改正案〉の第十三傑第二項、海上保険
改正約款特別j約款第一傑
志ァ'J'政情著、火災保険の理論と賢際上宅号、 p.14 6) 



以
上
の
叙
述
は
、
保
険
償
制
ド
い
つ
い
て
訟
律
に
規
定
す
る
と
こ
ろ
と
宜
際
に
行
は
れ
る
と
こ
ろ
と
が
甚
だ
懸
け

は
な
れ
て
ゐ
る
と
い
ふ
こ
と
の
説
明
に
充
て
ら
れ
た
。
き
て
、
次
に
は
、
こ
の
不
一
致
が
如
何
な
る
事
由
に
依
存

す
る
か
に
つ
い
て
考
察
が
向
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
不
一
致
を
生
ぜ
し
め
る
根
本
的
な
事
情
は
、
さ
き
に
指
摘
し
た
る
如
〈
、
法
規
が
そ
の
規
定
精
神
に
於
て

抽
象
的
に
の
み
構
想
し
得
る
と
こ
ろ
の
財
の
一
般
的
客
観
的
慣
格
を
も
っ
て
保
険
償
額
と
し
て
ゐ
る
と
い
ふ
こ
と

で
あ
る
。

五
口
々
は
日
常
に
屡
ミ
慣
格
ま
た
は
慣
閣
と
い
ふ
っ
こ
の
債
格
土
た
は
伺
頑
と
名
づ
け
ら
れ
る
志
の
」
う
ち
ト
は

明
買
に
倒
格
こ
し
C
収
引
と
仙
川
県
貯
も
つ
メ
ヒ

ω
1一仇…

A

O

d

パ
一
る
も
の
と
い
か
ー
の
，
QJ
制
へ
は
、
賀
町
只
伯
祐
、

h
E
3
1
C
T
t

、，
r

鷲
ね
阿
佐
杉

等
の
如
き
は
前
者
で
め
り
、
責
買
官
事
者
の
希
望
債
格
、
統
計
上
の
平
均
債
格
、
推
県
上
の
正
常
債
格
等
の
如
き

は
後
者
で
あ
る
o

p
と
こ
ろ
で
、
法
規
が
保
険
債
額
v
と
し
て
意
味
す
る
も
の
は
右
の
う
ち
現
貨
に
取
引
債
格
と
し
て

存
在
し
な
い
と
こ
ろ
の
一
般
的
客
観
的
な
債
格
で
あ
る
。
一
般
的
客
観
的
債
格
な
る
も
の
は
、
そ
れ
が
一
般
性
客

観
性
を
も
っ
と
い
ふ
意
味
に
於
て
、

性
的
な
場
合
を
規
定
し
ゃ
う
と
す
る
法
規
と
し
て
は
、
こ
の
こ
と
は
一
鷹
正
し
い
こ
と
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、

一
般
妥
血
首
位
を
も
う
も
の
と
考
へ
ら
れ
得
る
の
で
あ
り
、
従
っ
て
、
常
に

般
的
客
観
的
債
格
な
る
も
の
は
、
事
寅
上
具
瞳
的
に
存
在
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
故
、
法
規
は
法
理
上
は
正

し
い
で
あ
ら
う
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
貰
際
と
は
甚
だ
遠
r
d
か
っ
た
こ
'
ど
を
規
定
し
て
ゐ
る
も
の
と
い
は
ね
ば
な
ら

な
い
。
前
述
の
如
き
、
法
規
と
貰
際
と
の
聞
に
甚
だ
し
き
不
一
致
が
存
在
し
訟
規
が
無
用
化
し
て
ゐ
る
の
は
、
笠

保
蔵
償
額
規
定
無
用
論

第
四
十
一
巻

i¥. 
五

第

披

i¥. 
七



保
険
償
額
規
定
無
用
論

第

競

八
入

第
四
十
一
審

一八六

に
、
営
然
の
こ
と
と
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

殻
果
一
か
な
い
。

一
般
的
客
観
的
債
格
を
も
っ
て
保
険
債
額
と
す
る
こ
と
に
は
殆
ん
ど
賞
際
上
の

一
般
的
客
観
的
情
格
は
抽
象
的
概
念
の
世
界
に
の
み
存
在
す
る
も
の
で
あ
ち
、
保
険
償
額
は
保
険

筆
者
を
し
て
い
は
し
な
れ
ば
、

契
約
と
い
ふ
具
鴨
的
内
界
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
と
ご
ろ
の
一
現
賀
の
一
つ
の
取
引
債
格
で
あ
り
、
乙
の
二
つ
は
令

く
別
個
の
概
念
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

藤
本
幸
太
郎
噂
」
」
味
深
除
償
額
J

っ
き
次
の
や
う
:
い

ct

「
蕊
に
所
謂
被
保
険
利
盆
と
は
一
定
の
事
故
に
図
う
て
財
産
上
の
損
害
を
被
る
虞
の
あ
る
閥
係
を
云
ひ
、
其
客
観
的
債
値
を
金
銭
に
見
積
ワ
た
『
と

き
之
全
保
険
債
衡
と
名
づ
げ
る
。
而
し
て
、
其
目
的
と
被
保
険
者
の
間
に
存
す
る
閥
係
は
、
本
来
主
観
的
の
も
の
で
あ
う
て
、
之
含
許
慣
し
て
客

嗣
倒
的
償
額
を
得
ゃ
う
と
す
る
が
如
き
は
殆
ん

E
云
ふ
べ
く
し
て
行
ム
べ
か
ら

F
る
と
と
で
あ
る
:
。
」

保
険
償
額
は
保
険
契
約
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
被
保
険
利
症
の
偵
額
で
あ
る
。
真
に
詳
し
い
定
義
を
奥
へ
る
な

ら
ば
、
「
保
険
偵
制
止
は
保
険
契
約
営
事
者
聞
に
於
て
損
害
議
生
の
揚
令
に
そ
の
填
補
舶
を
決
定
す
る
た
め
に
務
め

ま
た
は
そ
の
と
き
に
於
て
定
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
被
保
険
利
益
の
債
純
で
あ
る
o
」

こ
の
定
義
に
よ
れ
ば
、
保
険
償
額
と
は
、
例
へ
ば
財
産
保
険
一
一
般
に
於
て
損
害
の
後
生
地
並
び
に
毅
生
時
に
於

て
損
害
額
決
定
の
た
め
に
営
事
者
聞
に
定
め
ら
れ
る
被
保
険
利
益
の
債
額
(
商
法
三
九
一
一
一
三
ま
た
、
船
舶
保
険
、
海
上

積
荷
保
険
、
運
迭
保
険
等
に
於
て
契
約
の
締
結
ま
た
は
保
険
期
間
の
開
始
時
に
営
っ
て
官
事
者
聞
に
定
め
ら
れ
る

被
保
険
利
益
の
償
額
(
商
法
大
五
六
、
同
六
五
七
、
同
凹
二
凶
)
で
あ
る
。
皐
者
に
よ
っ
て
は
、
右
の
定
義
の
意
味
す
る
償
却

を
特
に
填
補
償
額

(
F
-
Z
5
2『
円
)
と
名
づ
け
、
他
方
、

一
般
的
客
観
的
債
格
を
保
険
償
額
(
〈
E
同
五
月
三
品
ω者
2
円)

藤本幸太郎著、前損害、 p.68 



と
呼
び
、
雨
者
は
こ
れ
を
直
別
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
ゐ
字
。
併
し
、
そ
れ
は
、
こ
の
稿
に
於
て
慨
に
論
じ

た
如
〈
、
賃
際
上
の
埴
用
性
の
な
い
恒
別
で
あ
り
ま
た
徒
に
概
念
の
混
乱
を
招
〈
の
み
で
あ
る
と
い
は
ね
ば
な
ら

，i
F

、
o

f
J
‘
p
匂而

し
て
、
岐
に
保
険
偵
額
一
か
営
事
者
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
そ
れ
は
賞
事
者
の
利
害
闘
係

に
よ
っ
て
白
由
に
定
め
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
或
る
被
保
険
利
益
の
保
崎
慎
一
閣
は
金
何
回
で
め
り
そ
れ
以

外
の
却
で
あ
っ
て
は
な
ら
ぬ
と
い
ふ
わ
け
の
も
の
で
は
な
い
。
法
規
一
炉
保
険
債
額
に
つ
い
て
規
定
す
る
立
場
は
、

掛
端
に
い
へ
ば
、
或
る
被
保
険
利
益
の
保
険
償
制
は
客
観
的
に
金
何
回
と
定
ま
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
り
こ
れ
以
上
で

4
4
n
以
F
で
4
あ
り
畑
町
工
、

L-
川
、
い
〉
J

4

じ
わ
る
。
井
し
、

i

J

l

i

1

d

l

l

;

-

t

i

 

4
f
H
1
r司
，
、

3

1

t

r
日

J
1
h
J
5
v
?
エホ

川
町
除
N
M
小企

t
h
t
h
'フ
j
e
d時
juvf日
目
宇

l

t

即

'
A
b
E
h
h
u

ψ

↑F
H
、
と

-

ノ

(

求
診
や
、
保
険
償
額
は
契
約
嘗
事
者
の
立
場
ま
た
は
利
害
闘
係
に
よ
っ
て
填
補
額
決
定
の
た
め
に
如
何
や
う
に
も

そ
の
合
意
に
よ
り
定
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と
の
見
解
に
立
つ
。
但
し
、
営
事
者
双
方
の
合
立
を
必
要
と
す
る
の

で
あ
り
、
そ
の
一
方
の
み
の
希
望
償
額
は
、
主
観
的
な
も
の
で
、
取
引
偵
純
と
い
ふ
客
敵
性
全
色
ち
得
な
い
。
こ

の
合
意
に
よ
る
保
険
取
引
の
償
額
で
あ
っ
て
初
め
て
保
険
偵
棋
と
特
に
名
づ
け
ら
る
べ
き
で
あ
る
。

き
て
、
保
険
償
額
が
か
や
う
に
解
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
る
限
り
、
保
険
償
額
と
保
険
金
額
と
を
匝
別
す
る
必

要
が
な
く
な
る
o

保
険
償
額
は
保
険
者
の
填
補
額
を
定
め
る
た
め
に
営
事
者
が
定
め
る
も
の
で
あ
り
、
保
険
会
額

E
亦
さ
う
で
あ
る
。
南
者
は
同
一
の
目
的
の
も
と
に
同
様
に
定
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
の
う
ち

い
づ
れ
か
一
っ
さ
へ
あ
れ
ば
そ
れ
で
充
分
と
な
る
。
而
し
て
、
こ
れ
は
さ
き
に
見
た
る
が
如
〈
既
に
保
険
市
場
の

保
険
償
額
規
定
無
用
論

第

減

y、
九

第
間
十
一
審

↓
'
、
レ
i

】

一
ノ
-

Karl ¥Virt u. Erich Fromm， ~. a. 0 2) 



保
険
償
績
規
定
無
用
論

第
円
十
一
巻

i¥. 
ノ、

第

披

九
O 

賞
際
が
誼
明
し
て
ゐ
る
。
即
ち
、
賃
際
に
於
て
は
h

保
険
金
額
だ
け
が
広
義
を
有
し
、
保
険
償
額
は
多
く
の
場
合

契
約
の
締
結
に
蛍
つ
で
も
損
害
の
後
生
す
る
に
及
ん
で
も
定
め
ら
れ
な
い
。
仁
と
ひ
定
め
ら
れ
る
と
し
て
も
、
先

づ
保
険
金
額
が
決
定
せ
ら
れ
こ
れ
と
同
期
に
保
険
償
額
が
定
め
ら
れ
る
の
で
め
っ
て
、
保
険
債
額
決
定
の
・
笠
際
上

の
意
義
は
全
然
喪
は
れ
て
ゐ
る
の
で
あ

J

る
。
保
険
償
額
い
か
貫
際
市
場
仁
於
て
無
用
視
角
一
れ
る
こ
'
と
は
全
く
営
然
の

崎
結
と
い
は
ね
ば
な
ら
な
い
。

-ai小
-
1
4」
示

、

j

l

 保
険
何
川
相
伝
し
て
保
険
金
制
と
日
一
の
慨
に
ら

υ
め
て
滑
は
ゆ
る
令
部
保
附
却
約
ト
~
締
結
ザ
し
め
、

っ
て
、
保
険
償
額
を
し
て
そ
の
存
在
理
由
を
喪
は
し
め
る
と
こ
ろ
の
も
一
つ
の
貫
際
上
の
事
情
が
あ
る
。

一
部
保
険
に
於
け
る
保
険
者
の
填
補
責
任
額
は
、
宜
担
額
填
柿
保
険
の
如
き
特
別
の
約

皮
々
述
べ
に
や
う
に
、

定
な
き
限
り
、

一
般
に
、
保
険
金
額
の
保
険
償
額
に
劃
す
る
割
合
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
。
こ
れ
を
全
損
分
損
の

二
つ
の
場
合
に
つ
い
て
見
る
に
、

い
ま
、
被
保
険
利
益
の
保
険
金
額
を
八
千
回
、
保
険
債
額
を
一
高
園
、
分
損
額
を

五
千
固
で
あ
る
と
し
て
契
約
し
た
と
す
れ
ば
、
保
険
者
の
填
補
額
は
次
の
如
く
に
な
る
。

ぉ。。。

ゆ
告
わ
ペ
F
H
H
O
u
o
S
E
x
-
-ト
1
1
J
H
g
c
c
E

-
C

、。。。∞。。。

今
出
口
ペ
E
H
U
W
O
C
O
E
x
-
-
N
l
u
p
o
c
c
E

]-ow
。。。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
被
保
険
者
は
、
会
損
に
於
て
は
保
険
金
額
全
額
の
支
排
を
受
け
る
け
れ
ど
も
、
分
担
に
於
て

は
五
千
闘
の
損
害
を
被
句
な
が
ら
四
千
固
し
か
填
補
を
受
け
な
い
。
併
し
、
理
論
上
よ
り
す
れ
ば
全
損
分
扱
い
づ

れ
に
於
て
も
同
一
で
あ
っ
て
そ
の
填
補
比
率
は

4
E
で
あ
る
ο

し
か
る
に
、
被
保
険
者
の
遁
常
の
期
待
に
於
て
は



雨
者
は
大
に
丘
一
る
。
即
ち
彼
は
、
会
拐
の
場
令
に
保
険
金
額
と
同
額
の
八
千
凶
の
現
柏
会
受
け
る
の
は
時
間
然
と
考

へ
な
が
ら
、
他
方
、
分
抗
の
場
合
に
填
補
さ
る
べ
き
額
は
四
千
固
で
は
な
く
し
て
損
害
額
杢
樹
の
五
千
闘
で
あ
る

と
珠
期
し
て
ゐ
る
。
こ
の
た
め
に
、
被
保
険
者
は
分
損
填
補
額
の
過
小
に
つ
い
て
屡
ミ
極
め
て
真
面
目
に
不
平
を

唱
へ
保
険
者
に
抗
議
を
な
す
。
そ
こ
で
、
保
険
者
は
、
被
保
険
者
よ
り
の
こ
の
や
う
な
非
難
を
未
然
に
防
ャ
た
め

に
、
保
険
契
約
金
す
べ
て
令
部
保
険
契
約
と
し
、
分
損
に
於
て
色
貨
際
に
生
じ
た
る
抗
告
制
を
そ
の
ま
う
填
補
す

る
の
で
あ

J

る。

法
規
が
前
提
k
し
て
ゐ
る
一
般
的
客
観
的
倒
絡
が
賀
際
上
に
保
険
償
額
と
し
て
の
役
割
を
回
訓
し
て
ゐ
な
レ
こ
と
は
、
調
は
問
中
る
超
過
保
険
に
闘
す

る
訴
訟
事
件
が
極
め
て
稀
で
ゐ
る

--E
に
土
っ
て
明
か
に
謹
明
す
つ
れ
る
。

-・・
M
l

h
.
、

4
・
-z

-
a

，
t
電
暢
仰

言::.
1::;日

以
上
、
保
険
償
額
に
つ
い
て
法
規
と
貰
際
と
を
考
察
し
そ
の
雨
者
の
不
一
致
に
関
し
て
論
説
し
た
次
第
で
み
の
る
。

要
す
る
に
、
法
規
は
そ
の
性
質
上
一
一
般
妥
時
間
性
を
も
つ
べ
き
立
場
よ
り
財
一

ω
一
般
的
客
観
的
債
額
を
も
っ
て
保
険

償
額
で
あ
る
と
の
抽
象
的
な
前
提
の
上
に
立
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
ぞ
れ
は
現
貨
に
求
め
ら
れ
な
い
使
館
に
基

底
を
置
い
て
ゐ
る
た
め
に
、
貰
際
の
保
険
市
場
に
於
け
る
填
補
に
闘
し
て
は
殆
ん
ど
致
果
を
も
ち
制
作
な
い
。
賞
際

市
場
は
保
険
償
制
ま
た
は
そ
の
算
定
を
軽
視
ま
に
は
無
調
し
て
ゐ
る
。
保
険
金
額
の
み
で
用
が
充
分
に
足
り
る
吠

態
に
あ
る
。
而
し
て
、
白
に
現
賓
が
然
る
限
り
、
保
険
償
額
に
闘
す
る
規
定
は
、
法
規
に
於
て
も
約
款
に
於
て
も

会
く
無
用
で
あ
る
。
在
は
か
く
の
如
く
結
論
を
下
す
も
の
で
あ
る
。

保
険
償
徹
規
定
値
一
用
論

第
四
十
一
審

第

自主

大A

i¥ 
九

Clarus， ~otes on marine insurance pnl.::tice， 1932. p. 1. 3) 



保
険
領
縮
規
定
無
用
論

第
四
十
一
巻

第

却X

:fL 
O 

九

う

l
o
-
J
i

品、
1
i
 こ
の
結
論
に
劃
し
て
は
、
「
保
険
償
額
に
闘
す
る
規
定
を
癒
す
る
と
き
は
、
制
は
ゆ
る
超
過
保
険
契
約
の

締
結
が
よ
り
盛
ん
に
行
は
れ
市

た
め
に
、
保
険
の
健
全
性
が
よ
り
著
し
く
告
せ
ら
れ
、
従
っ
て
ま
た
、
闘
民
経
持

全
般
の
殺
燥
が
よ
り
多
〈
妨
げ
ら
れ
る
に
至
る
で
あ
ら
う
。
L
と
し
て
、
非
難
が
殺
せ
ら
れ
る
か
も
如
れ
な
い
。
併

し
、
そ
れ
は
現
貨
に
立
脚
し
な
い
と
こ
ろ
の
反
割
論
で
あ
る
と
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
蓋
し
、
今
日
、

一
方

に
於
て
保
険
償
問
に
闘
す
る
綿
絡
な
法
律
規
定
含
有
し
乍
ら
、
他
方
に
於
て
謂
は
ゆ
る
超
過
保
険
〈
一
般
的
客
観
的
償

初
刊
4

仰
い
ら
っ
-
一
保
険
恨
約
三
い
弘
前
一
耕
一

1
口
三
来
二
符
之
、
と
こ
λ

い
一
起
地
併
除
)
か
売
八
ど
す
べ
て
の
尉
産
保
険
契
約
に
う
い
て
行

は
れ
て
ゐ
る
と
い
は
れ
る
朕
態
炉
、
岐
に
、
保
険
償
額
に
閲
す
る
か
や
う
な
抽
象
的
規
定
の
貫
質
を
無
湖
し
て
ゐ

る
こ
と
の
有
力
な
る
謹
左
で
あ
る
故
に
、

か

-30賃
際
上
無
-
滅
さ
れ
て
ゐ
る
形
式
的
な
規
定
を
取
り
去
る
・
と
し
て

も
、
今
日
に
於
け
る
肢
態
以
上
に
不
健
全
な
保
険
事
象
は
、
他
の
保
件
に
し
て
同
一
で
あ
る
限
h
ノ
、
起
ち
梓
な
い

か
ら
で
あ
る
c

前
払
は
、
こ
の
稿
に
於
て
、
説
明
の
簡
単
化
の
究
め
そ
し
て
ま
た
在
見
を
強
調
せ
ん
と
す
る
た
め
に
、
保
険
市
場
の
賞
際
に
つ
し
け
て
は
一
般
的
事

象
に
つ
き
漣
べ
る
こ
と
に
と
Y
め
た

J

保
険
市
場
に
は
賓
際
上
の
便
宜
ま
た
は
慣
習
上
か
ら
犯
が
こ
、
に
蓮
ベ
た
る
と
こ
ろ
と
は
異
h
た
る
事
象

も
可
成
ち
行
は
れ
つ
〉
め
る
や
う
で
あ
る
。
併
し
、
そ
れ
ら
の
特
別
な
場
合
は
こ
〉
で
は
こ
れ
を
考
察
の
号
と
に
置
い
た
。
讃
者
の
諒
解
を
乞
ふ

4
1
第
で
あ
Z

。

今日、財産保険に於て調はゆ;s超過保険が盛んに行ばれてゐるといふこ Eに
ついては多くの文献に於て辿べちれてゐるところでめる。いま、そのうち一
二例として、火災保険については、商工省保険局、ロ¥，;"1'5苦古言辞漣、火災危険
に就で(損害保険事業研究所後行)P. 24 海上保i敢については、混信省臨
時海運調査舎議事録参照


